
What is done is done. Grieving about it is pointless.

済んでしまったことは仕方ない。その事をくよくよしても無意味だ。
直訳は「なされた事はなされた事だ」。時制が過去ではないのは一般論として述べているため。実際、文全体が慣用表現的に用いられる。
> grieve （動）深く悲しむ、悲しませる　　※少々文語的だが割と使われる。同義の動詞にはmournがある。「喪服」のmourningは関連語。（参）Many of his fans mourned the death of the star. 多くのファンがスターの死を悲しんだ。

> pointless （形）無意味な　　※このpointは「要点」の意味。類義の表現にThere is no point doingがある。（参）There is no point grieving about it.

It is no use crying over spilled milk.

こぼれた牛乳を嘆いても意味が無い。（覆水盆に返らず）
> It is no use doing　○○しても無駄　　※上述の表現と同義。There is no useとも。
> spill （動）こぼす　　※過去形と過去分詞はspilledとspiltの両方可能。
Precisely because we've already killed innocent people by mistake, we can't leave him alive. Think about it. If Lu Boshe went home and saw that we had slaughtered his entire household, how shocked and furious would he be? Then he would bring others to hunt us down. Only by killing him, we will avoid more trouble.
誤って無実の者たちを殺害してしまったからこそ、伯奢を生かしたままにしておけないのだ。考えてもみろ。もし彼が家に帰り、我々が家の者を皆殺しにしたことを知ったら、どれほどショックを受け、怒るかを。そうなれば彼は我々を捕らえようと人を差し向けるに違いない。彼を殺すことで、我々は初めて更なる災いから逃れられるのだ。
文全体に仮定法が多用されているのは、伯奢が既に死んでいるため。（もし彼が生きていたら）
> precisely （副）正確に、まさに　　※becauseと使うことで「だからこそ」といった強い意味を出している。exactlyと同義でもあり、これと同様に「その通り！」の意味でも使える。
> by mistake うっかり、間違って　　※by accidentもほぼ同義。ちなみにby chanceだと「偶然」の意味。（参）They met him by chance.　彼とばったり出くわした。
> leave A B　ＡをＢのままに放置しておく　　（参）Don’t leave the door open. ドアを開けたままにしておくな。
> slaughter （動）殺す　　※本来は「屠殺する」だが、murderやkillよりも強意的に「大量殺人」「虐殺」といった意味でも良く用いられる。
> entire　（形）全体の、完全な
> household （名）世帯、家の者　　※familyと違い、家などの居住空間が単位。
> furious （形）激怒して　　※angryよりも強意。
I would rather betray the world than let the world betray me.

世間に裏切られるくらいなら、世間を裏切る方がましだ。
> let A do　Ａに〇〇させる　　※「使役」の表現の代表格。許可や放任の意味。
The news came out of the blue. / The news was a bolt ouf of the blue.
その知らせは青天の霹靂だった。
厳密には前者は「青空から突然（来る）」、後者は「青空からの雷」です。なお、「雷光」（ピカッ）はlightningで「雷鳴」（ｺﾞﾛｺﾞﾛ）がthunderです。boltはその両者の組み合わせ（要は「雷」）であり、thunderboltまたはlightning boltのことです。電圧の単位のボルトはvoltで別物です。
You don't need to get emotional. The dead cannot be brought back to life, yet those who live still shoulder a great burden. He had already prepared things to eat and drink. If we don't go back, doesn't it mean he died in vain?

感傷的になる必要は無い。死者は蘇らないのだ。それでも生きている者は大きな責任を背負い続けることになる。伯奢は料理と飲み物を死ぬ前に用意してくれた。戻らなければ、彼は無駄死にしたことにならないか？
> emotional （形）感情的な、感情に関わる
> the dead 死者たち（dead people）　　※「the＋形容詞」で「○○な人々」の意味。（参）the gap between the rich and the poor　富める者達と貧しい者達の格差
> yet　※not yetでお馴染みの単語だが、「しかしながら」「それでも」といった意味もある。

> those ※本来は「それら」「あれら」（thatの複数形）だが、「○○な人々」という意味もあり、例文のようにしばしば関係代名詞whoを従える。
> shoulder ※無論「肩」だが、動詞で用いると負担（burden）や責任を「負う」の意味。荷物を「肩に担ぐ」のイメージ。
> in vain 無駄に終わって　（参）We tried hard in vain. 努力したが無駄だった。
Uncle, it wasn't I who killed you. It was this era of chaos that did. Your kindness, your benevolence, I'll remember these for as long as I live. How I'll miss you! I promise to avenge this injustice done to you. 

叔父よ。私があなたを殺したのではない。あなたを殺したのは今の混沌の時代だ。あなたの温情と厚意を私はこの命が続く限り忘れはしない。あなたを失い、私はどれほど喪失感を覚えるだろうか？時代に不当に扱われたあなたの無念を私が晴らすと約束しよう。
> It wasn’t I who killed you.  ※強調構文。要はI didn’t kill youと同義。（参）It was a few days ago that he died. / It was he who died a few days ago. / He died a few days ago.　順に「彼が死んだのは３日前。」「３日前に死んだのは彼。」「彼は３日前に死んだ。」
> era 時代　※periodも同義で使われる。（参）the Edo era / period 江戸時代
> chaos 無秩序、混沌　※日本語のカオスだが、発音は「ケイオス」。
> benevolence 善意、親切心　※文中では強調のため、同義のkindnessに重ねている。
> for as long as ○○している限り　※「（生きているのと）同じ長さの期間」が直訳。forは省略可能。（参）Please stay as long as you like. 好きなだけ長居してください。
> avenge A （動）仇をとる、復讐をする　（参）I’ll avenge the murder of my wife. = I’ll avenge my murdered wife.　殺された妻の復讐をする。
I haven't had meat in a fortnight.

肉を食べるのは２週間ぶりだ。
> fortnight ２週間（= two weeks）　※fourteen nightsから。
現在完了の「継続用法」です。直訳は「２週間、肉を食べていない」です。ドラマでは「２週間ぶりで肉にありつけた」の意味ですが、文脈や状況次第では肉を食べられない状況が「今」もあり、そして「これからも続くだろう」的な意味にもなります。また、２週「間」の意味で前置詞はinが用いられていますが、forの方が英語のテキストなどでは一般的です。
The greatest falsehood always comes across as truth. You can't tell what is right and what is evil by appearances.　最も大きな嘘はいつも真実らしく聞こえる。見た目では何が善で何が悪かは分からないのだ。
> falsehood　（名）嘘、虚言　※lieより堅い語。
> come across as A　Ａだという印象を与える　※come overとも。come acrossは「偶然出会う（見付ける）」の意味にもなる。（参）She came across her husband’s hidden savings when she was cleaning the house. 彼女は掃除中、夫のヘソクリを偶然見つけた。
> evil （形）邪悪な、有害な　　> by appearances 外見では、見た目では

Perhaps yesterday you decided wrongly about me. Perhaps today you misjudged me as well. However, I remain myself. I've never cared about others misjudging me. お前は昨日私を誤解したのかもしれない。今日も同様に私を見誤ったのかもしれない。だが私は私のままだ。他人の目を気にしたことなど私は一度も無い。
> misjudge　（動）誤った判断をする、誤審する　※実質上、decide wronglyの言い換え。
> as well 同様に、○○もまた　※tooやalsoと同義。　（参）I like vanilla ice cream. I also like chocolate ice cream. ﾊﾞﾆﾗｱｲｽが好きです。ﾁｮｺｱｲｽも好きです。
> remain A （動）Ａのままである　（参）He remained cool. 彼は落ち着いたままだった。
> others ※直後の動名詞misjudgingの意味上の主語。（参）I’m sorry for my son breaking the window. 息子が窓を割ってすみません。※my sonが無いと自分が割ったことになる。
I just saved him yesterday, and today I'm killing him. Am I right to do this? Wouldn't that make me a fickle person?　ほんの昨日彼の命を救ったというのに、今日は彼を殺そうとしている。これｈ正しい行為だろうか？（そんなことをしたら）私はいい加減な人間にならないだろうか？
> make A B　ＡをＢにする　（参）Reading always makes me sleepy. 読書しているといつも眠くなる（読書が私を眠くする）。

> fickle （形）気まぐれな、（天気などが）変わり易い
I could have killed you if I had meant to (kill you).

そのつもりなら、お前を殺すことができた。
> mean to (do)　○○するつもりである　（参）I didn’t mean to hurt you. 君を傷つけるつもりはなかった。
これは私のオリジナルの文です。仮定法過去完了を用いています。繰り返しを避けるため、toで切ってしまうことは常套手段です。（参）A : Should I call her? B : No, you don’t have to.
If you wanted to kill me, you should have just done it. Why (did you) hesitate and make yourself miserable?　私を殺したければ、ただそうすれば良かったのだ。なぜ躊躇し、惨めな想いする必要があろうか。
> should＋現在完了形　○○すべきだったのに（実際はしなかった）
> hesitate 躊躇する、ためらう　※Don’t hesitate to call me anytime. いつでも電話をくれ。
did youが省略されています。文法的には過ちですが、会話では良く行われます。「何故（私を殺すことを）ためらい、己を惨めな人間にしたのか？＝そうなる必要はなかったのに」といった感じ。（参）Why not come with us? 一緒に来ない？（Why don’t you come with us?）

